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　人ロの動き
一6月1日現在一
男5，125（＋11）
女5，164（一8）
言十　　　10，289（＋　3）

世帯数2，356（＋7）

　（）内は前月比較
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の景観に一層の色をそえています。
　この管理棟は取水量調整をはじめ、水位計、地震
計、雨量計などを備え、いっさいがコンピューターに

より作動しています。
　ボタンひとつで、フローティングタイプ・アーム型

（常に表面の温水を取水する装置）の取水量が自由の

ほか、火災・地震・停電時でも、制御装置は完全に
守られ、正しく働くという近代的なものです・
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達
成
率
一
〇
〇
％
強
に

単位：アール5／20現在作目別転作等希望面積の集計

水
田
利
用
再
編
対
策

、

大豆 ソノく 飼料作物 レンコン
クワイ たはこ 一般野菜 養魚池等 果樹 植林 通年施行 管理転作

5，274 299 247 917 284 242 229 390 227 1，451 970 18

　
水
田
利
用
再
編
対
策
に
よ
る
転
作
・
通
年
施

行
な
ど
の
数
字
が
ほ
ぼ
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
目
標
面
積
達
成
の
た
め
、
春
以
来
、
部
落
ぐ

る
み
の
取
り
く
み
を
し
て
い
た
だ
い
た
か
い
あ

っ
て
、
達
成
率
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の

見
込
み
で
す
。

転
作
の
ト
ッ
プ
は
植
林

　
こ
と
し
、
　
て
ら
れ
た
転
作
等
の
面
積
は
、
通
年
施

県
か
ら
割
当
　
行
分
を
含
め
最
終
的
に
は
四
十
九
ヘ
ク
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口

鱒

タ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
転
作

等
希
望
面
積
は
、
先
月
二
十
日
現
在
で

五
十
二
・
七
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
達
成
率

に
し
ま
す
と
、
一
〇
七
・
六
三
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
転
作
等
希
望
面
積
は
、
作
物
別

に
見
ま
す
と
別
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
お
わ
か
り
で
す

が
、
最
も
多
い
転
作
は
植
林
で
、
全
体

の
ほ
ぼ
三
分
の
一
、
次
に
通
年
施
行
の

九
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
飼
料
作
物
の
九

・
一
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
続
き
ま
す
。

　
ひ
と
こ
ろ
多
か
っ
た
養
魚
池
、
水
由

養
魚
は
、
対
象
外
と
な
っ
た
場
所
が
多

く
、
少
面
積
と
な
っ
た
の
も
特
徴
的
な

こ
と
、
そ
の
ほ
か
、
雑
穀
や
野
さ
い
類

な
ど
に
、
わ
ず
か
ず
つ
の
面
積
が
見
ら

『’

騨

一　＊県道小千谷・十日町・津南線の千手地内では、今舗装
≡　　の打換え作業が行われていますo
ロ

≡　　付近の方々や、通行に何かとご迷惑をおかけしますが
ニセ

≡　　お盆ごろまで、ごしんぼうの程o
コ

≡　＊この線の上野地内のカンボツ部分も復旧作業が急ピッ
コ

≡　　チです07月いっぱいで完成の見込みですo
コ

＝　＊また、千手トンネルも、今月いつぱいで通行できる見

≡　　通しですoいましはらくお待ちくださいo
＝

＝””””””””1”1””1”1“”””””畢””””91”””””量“”””””””””驕””””1”””

れ
ま
す
が
、
こ
の
辺
に
転
作
の
む
ず
か

し
さ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
伺
え

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
転
作
等
の
面
積
は
希
望

を
ま
と
め
た
も
の
で
、
実
施
段
階
で
は

多
少
増
減
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

町
費
の
奨
励
金

　
　
　
最
高
五
千
円

転
作
に
対
す
る
国
の
奨
励
補
助
金
は

　
　
　
　
こ
と
し
も

本
紙
二
月
号
で
簡
単
に
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
町
費
の
上
積

み
分
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
次
の
金
額
が
国
の
補
助
金
に
加
算
し

て
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
特
定
作
物
（
大
豆
・
ソ
バ
・
麦
・
飼

　
料
作
物
等
）
五
千
円

◎
一
般
作
物
（
レ
ン
コ
ン
・
ク
ワ
イ
・

　
野
さ
い
．
雑
穀
・
果
樹
等
）
三
千
円

◎
植
林
・
養
魚
池
・
水
田
養
魚
・
二
千

円
（
金
額
は
い
ず
れ
も
十
ア
ー
ル
当
り
）

所
得
税
の
特
別
減
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
十
日
町
税
務
署
か
ら
〉

　
今
回
、
昭
和
五
十
二
年
分
所
得
税
の

特
別
減
税
が
行
わ
れ
、
F
次
の
金
額
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六
千

円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
は

一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計
算
し
た

金
額
で
す
。
た
だ
し
、
昭
和
五
十
二
年

分
の
所
得
税
額
の
方
が
少
な
い
と
き
は

そ
の
税
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
還
付
方
法
と
そ
の
手
続
き
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
還
付
を
受
け
ら
れ
る
人
】

　
還
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
昭
和
五

十
二
年
分
の
所
得
税
を
納
め
た
人
で
す
。

　
た
だ
し
、
利
子
、
配
当
な
ど
の
源
泉

分
離
課
税
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
還
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

【
還
付
方
法
と
そ
の
手
続
】

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

　
本
年
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て
、
昨

年
と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
は
、
六
月
～
七
月
ご
ろ
、
勤

務
先
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。

②
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合

　
事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し
て

納
税
し
た
人
は
、
六
月
末
ご
ろ
に
税
務

署
か
ら
特
別
減
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
同

封
し
て
あ
る
還
付
請
求
書
用
紙
に
所
要

の
事
項
を
記
入
し
て
税
務
署
に
送
り
か

え
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
う
し
ま
す
と
、
税
務
署
か
ら
還
付

金
の
支
払
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す

か
ら
、
乙
の
支
払
い
通
知
書
に
よ
つ
て

郵
便
局
で
還
付
金
を
受
け
と
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

③
そ
の
他
の
人
の
場
合

　
こ
と
し
に
な
っ
て
、
五
月
末
ま
で
に

退
職
し
た
人
や
、
昨
年
中
途
で
退
職
し

た
人
な
ど
は
、
税
務
署
へ
還
付
請
求
を

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
昭
和
五

十
二
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て

い
な
い
人
は
、
期
限
後
の
確
定
申
告
を

し
て
、
特
別
減
税
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。
　
（
電
話
・
二
ー
三
一

八
一
）

・
ふ
・
く
・
し

ん
．
年
金
額
が

き
●
　
　
あ
が
り
ま
す

ん
．
　
さ
き
ご
ろ
、
国
会
で
国
民
年
金

ね
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
・
そ

　
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
二
年
度
の
全
国
消
費

　
者
物
価
指
数
が
六
・
七
パ
ー
セ
ン

　
ト
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り
、
拠
出

　
制
年
金
（
老
齢
や
通
算
老
齢
を
は

　
じ
め
、
障
害
・
母
子
・
準
母
子
・

　
遺
児
・
か
婦
の
各
年
金
）
は
、
こ

　
の
七
月
か
ら
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

　
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　
ま
た
、
年
金
額
が
物
価
ス
ラ
イ

　
ド
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
保
険

　
料
額
は
昭
和
五
十
四
年
四
月
か
ら

　
一
か
月
三
千
三
百
円
に
引
き
上
げ

　
ら
れ
ま
す
。

　
　
現
在
、
無
年
金
者
が
全
国
に
約

　
百
万
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ

　
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
を
救

　
済
す
る
た
め
「
特
別
納
付
」
が
こ

　
と
し
の
七
月
一
日
か
ら
五
十
五
年

　
六
月
三
十
日
ま
で
の
二
年
間
実
施

　
さ
れ
ま
す
。

　
　
特
例
保
険
料
額
は
一
か
月
四
千

　
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を

　
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
人
は
、
明

　
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
降
に
生

　
ま
れ
た
強
制
加
入
者
と
な
っ
て
い

　
ま
す
。

　
　
一
方
、
福
祉
年
金
（
老
齢
や
障
’

　
害
・
母
子
・
準
母
子
の
各
年
金
）

　
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
引

　
き
上
げ
幅
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の

　
引
き
上
げ
は
こ
と
し
八
月
か
ら
実

施
さ
れ
ま
す
。
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事業所統計調査

ご協力下さい！1
に

　　　　　　　　　の・調査票は汚したり　折ったり　丸めた

りしないようにお願いします

　
事
業
所
統
計
調
査
が
今
月
十
五
日
か

ら
二
十
五
日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
統
計
調
査
は
、
三
年
ご
と
に
全

国
の
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て

行
わ
れ
る
も
の
で
、
国
勢
調
査
と
同
様

も
っ
と
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。

　
調
査
の
対
象
は
、
会
社
・
工
場
・
商

店
・
旅
館
・
学
校
・
病
院
・
事
務
所
・

発
電
所
・
寺
院
・
仏
閣
、
ま
た
、
自
宅

の
一
部
で
事
業
を
し
て
い
る
出
ば
た
な

ど
、
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
す
べ
て

を
調
査
し
、
産
業
別
や
規
模
別
の
構
成

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

　
期
間
中
、
調
査
員
が
お
伺
い
し
、
事

業
所
の
名
称
・
所
在
地
・
事
業
の
種
類

従
業
員
数
な
ど
、
事
業
活
動
の
基
本
と

な
る
事
項
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
の

行
政
・
経
済
諸
施
策
の
立
案
実
施
の
資

料
と
し
て
利
用
す
る
も
の
で
、
税
金
面

な
ど
で
不
利
益
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
安
心
し
て
お
答
え
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

児
童
手
当

　
　
受
給
者
の
方
へ

　
今
月
十
日
は
、
児
童
手
当
の
支
払
い

日
で
す
。
個
人
へ
の
通
知
は
い
た
し
ま

せ
ん
の
で
、
受
給
者
は
指
定
金
融
機
関

で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
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．
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利
率
は
そ
の
ま
ま

　
　
福
祉
年
金
受
給
者
の
定
期

　
こ
の
五
月
か
ら
、
金
融
機
関
の
定
期

預
金
の
利
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
福
祉
年
金
等
の
支
給
を
受
け
て
い

る
方
の
定
期
預
金
は
、
銀
行
等
は
こ
と

し
の
十
一
月
十
五
日
ま
で
、
郵
便
局
で

は
十
一
月
二
十
日
ま
で
、
旧
利
率
の
六

・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
据
え
置
く
こ
と

　
な
お
、
今
月
は
児
童
手
当
の
現
況
届

の
月
で
す
。
児
童
手
当
受
給
者
は
今
月

一
日
現
在
の
職
業
（
会
社
名
・
加
入
し

て
い
る
年
金
の
種
類
、
健
康
保
険
証
ま

た
は
厚
生
年
金
証
書
）
の
ほ
か
、
印
鑑

を
持
つ
て
、
今
月
三
十
日
ま
で
に
役
場

年
金
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
届
出
が
な
い
と
六
月
以
降
の
手

当
が
支
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
お

忘
れ
な
く
、
ま
た
、
対
象
児
童
の
う
ち

川
西
町
以
外
に
住
民
票
の
あ
る
児
童
に

つ
い
て
は
、
転
出
先
の
住
民
票
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
●
＝
●
O
一
＝

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
預
金
の
限
度
額
は
百
万
円
ま
で

で
、
預
金
で
き
る
年
金
受
給
者
は
、
老

齢
福
祉
年
金
、
障
害
福
祉
年
金
、
児
童

扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
福

祉
手
当
の
方
々
で
す
。

　
詳
し
く
は
年
金
係
ま
で
ど
う
ぞ
。

ポ
タ
ポ
タ
水
も
要
注
意
1

　
　
　
　
　
一
人
ひ
と
り
が
節
水
を
！

　
蛇
口
を
ひ
ね
れ
は
、
好
き
な
だ
け
水

が
出
る
　
　
。

　
そ
ん
な
便
利
な
生
活
の
中
で
、
私
た

ち
は
と
か
く
水
道
の
水
の
貴
重
さ
を
忘

れ
が
ち
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
水
を
つ
く
り
、
家
庭

に
運
ぶ
ま
で
に
は
、
ば
く
大
な
費
用
と

労
力
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
水
源
の
掘
削
、
浄
水
場
づ
く
り
、
消

毒
用
の
薬
品
、
導
水
管
や
配
水
管
の
設

置
、
施
設
の
維
持
、
管
理
：
：
：
数
え

あ
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
電
気
や
ガ
ス
と
ち
が
っ

て
、
水
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
あ
ま
り

気
に
し
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
家
庭
で
、
学
校
で
、
会
社
で
、
一
人

ひ
と
り
の
工
夫
と
努
力
で
節
約
す
る
余

地
は
相
当
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
蛇
口
か
ら
ポ
タ
ポ
タ
落
ち

る
程
度
の
漏
水
で
も
、
　
一
時
間
で
一
リ

ッ
ト
ル
、
　
一
か
月
で
は
普
通
の
浴
槽
の

約
四
杯
分
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
糸

状
の
漏
水
に
な
る
と
、
　
一
か
月
間
で
な

ん
と
浴
槽
二
十
九
杯
分
に
も
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
、

大
変
な
ム
ダ
を
生
む
も
の
で
す
ネ
。

　
こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
の
水
道
使
用

に
は
と
く
に
ご
注
意
を
〃
髄

　
今
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
水
道
週

間
に
ち
な
み
、
町
営
水
道
を
利
用
の
各

家
庭
に
、
標
語
入
り
の
キ
ッ
チ
ン
ふ
き

ん
を
町
か
ら
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
水
の
大
切
さ
と
水
道
へ
の
い
た
わ
り

を
お
忘
れ
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
鞠
藝

　
　
　
　
．
磯
墜

　
　
　
　
　
　
製
藁

　
　
　
　
　
－
」
等
　
曳
零

計
量
器
の

　
　
定
期
検
査

　
計
量
器
は
、
三
年
に
一
回
の
定
期
検

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
が
そ
の
定
期
検
査
に
あ
た
り

ま
す
の
で
、
次
の
日
程
で
い
っ
せ
い
に

検
査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

募集

青
年
学
級
生

　
該
当
者
（
別
途
通
知
済
み
）
は
、
忘

れ
ず
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

定期検査の日程
期　　日 受付時間 場　　　所 対象区域

6月28日 午前9時～
午後4時 総合センター 千手地区

6月29日

午前9時～
午前11時 克雪管理センター イ山田地区

午後1時～
午後3時 上野ライスセンター 上野地区

6月30日 午前9時～
午前11時 橘ライスセンター 橘　　地区

学
習
計
画
。

　
様
式
は
自
由
で
す
が
、
今
月
中
に
お

届
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
。

青
轍
難
軽
董
の
繍
ツ
の
簡
藩
を

自
分
た
ち
の
趣
味
智
萬
題
の
研
　
　
　
考
え
る

究
、
野
外
活
動
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

研
修
旅
行
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ー
に
富
ん

だ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
勢
の
仲
間
と
友
だ
ち
に
な
り
ま
せ

ん
か
。
申
込
み
は
総
合
セ
ン
タ
ー
社
会

教
育
課
（
八
ー
二
三
〇
八
）
で
す
。

婦
人
学
級
の

　
　
開
設
届
け
を

　
昭
和
五
十
三
年
度
（
四
月
一
日
か
ら

五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）
に
、

婦
人
学
級
を
開
設
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、

次
の
こ
と
を
社
会
教
育
課
（
総
合
セ
ン

タ
ー
内
）
あ
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

①
開
設
す
る
婦
人
学
級
の
名
称
、
②
在

籍
学
級
生
の
数
、
③
学
級
長
と
世
話
役

の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
④
こ
と

し
の
学
習
目
標
と
学
習
内
容
、
⑤
月
別

　
ー
郡
市
社
協
大
会

　
中
魚
沼
郡
・
市
の
社
会
教
育
大
会
が

次
に
よ
り
開
か
れ
ま
す
。

囚
図
と
　
き
六
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
九
時
～
三
時

囹
と
こ
ろ
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー

囹
主
　
催
郡
市
社
会
教
育
振
興
会

囚
M
主
　
題
生
活
の
簡
素
化
・
合
理
化

　
　
　
　
　
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
か
。

　
最
近
と
み
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
つ
つ

あ
る
冠
婚
葬
祭
や
交
際
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
講
演
と
、
代
表
者
に
よ
る
討
論

会
を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

じ
　
ロ
　
　
ロ
　

　
　
ロ
　
　
ロ
　
コ
　
じ
　
　
ロ
　
ロ
　
じ
　
　
ロ
　
ロ
　

じ
　
　
ロ
　
ロ
　
じ
　
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
　
コ
　

ロ
　
じ
　
　
ロ
　
ロ
　
ヨ
　
　
ロ
　
ロ
　
じ
　
　
コ
　
ロ
　
ロ
　
リ

ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
つ
ゆ
で
す
。
　
　
　
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
　
　
郵
便
受
箱
は
だ
い
じ
よ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

｝
　
　
う
ぶ
で
す
か
o
　
　
　
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

一
　
■
　
　
■
　
9
　
魯
　
　
I
　
o
　

－
　
　
9
　
0
　
■
　
　
巳
　
8
　
●
　
　
●
　
O
　
■
　
　
●
　
0
　
曾
　
　
9
　
■
　
●
　
　
・
　
■
　
■
　
　
．
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9
　
　
・
　
．
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町政
ホ㌘ト

　から

●
町
の
住
宅
を
借
り
た
い
の
で
申
し

込
ん
で
い
ま
す
が
、
い
つ
に
な
っ
た

ら
入
れ
て
も
ら
え
る
の
で
し
ょ
か
。

　
　
　
　
〔
紙
上
匿
名
希
望
〕

●
新
し
い
野
球
場
を
つ
く
る
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
い
つ
ご
ろ
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。
で
き
た
と
き
、
今
の

野
球
場
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
〔
千
手
・
S
生
〕

竺q・

住
宅
の
問
題
は
む
ず
か
し
い
も

の
で
す
。

　町に

住
居
を
求
め
て
い
る
人
た
ち

の
需
用
を
満
た
す
こ
と
は
、
即
、
川

西
町
の
人
口
政
策
の
面
か
ら
も
重
要

な
事
業
の
一
つ
で
す
が
、
今
の
町
営

住
宅
は
、
学
校
の
教
職
員
を
主
体
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
異
動
が
あ
る
た

ぴ
に
空
家
が
で
た
り
、
あ
る
い
は
足

り
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
場
合
も
、
希
望
さ
れ
る

場
所
・
部
屋
数
・
入
居
料
な
ど
の
関

係
で
保
留
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
、
転
出
さ
れ
る
方
も
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
と
き
、
希
望
に
そ
う

よ
う
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

竺
目
・
現
在
、
国
鉄
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
付

近
に
あ
る
野
球
場
は
、
狭
く
な
っ
た

こ
と
と
、
周
辺
が
住
宅
化
し
た
こ
と

に
と
も
な
っ
て
、
早
朝
野
球
な
ど
に

支
障
が
で
て
き
ま
し
た
の
で
、
適
当

な
と
こ
ろ
に
造
成
す
る
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
す
で
に
土
地
所
有
者
の
ご
了
解
も

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
農
地
転

用
な
ど
の
手
続
き
が
済
み
次
第
、
工

事
を
は
じ
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　
（
九
月
乙
ろ
の
予
定
）

　
新
し
い
野
球
場
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
段
階
で
、
今
の
野
球
場

は
宅
地
造
成
を
し
て
、
適
格
者
に
分

譲
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。　

　
　
　
　
〔
企
画
室
長
〕

言
マ
．
一
一
誓
．
昌
ミ
．
一
一
育
．
一
一
寄
．
ξ
三
．
一
昌
マ
．
。
一
｛
．
5
｝
マ
・
ξ
三
．
ξ
、
ξ
三
．
ξ
、
ξ
一
玉
マ
。
一
爾
言
．
。
ξ
一
茎
等
．
一
一
寺
．
一
一
｛
．
8
一
マ
．
ξ
一
篭
．
一
一
奪
．
昌
一
マ
．
昌
ぞ
．
．
ξ
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農地係

議会　1事務局

農萎員会事務局

水道企業
水　道　係

企業
管理者 企業室

財　務　係

庶務係

学校教育係

社会教育

体育館

庶務課

義警課

藪　ヘ　ス　育課

公民館

幼稚園

教育
委員会

教育長

庶　務　係

文　書　係
左

住　民　係

総務課 交通安全対
策兼車両係

橘・仙田
張所・上野
連絡所

企　画　係

財　政　係

企画室
広　報　係

財産管理係

税務課
税務第一係

税務第二係
53，41）

援　護　係

社会課
年　金　係

千手・南原…

町
　
長

助
役

上野・橘・仙
田保育園

農政係兼商
工観光係

収
入
役

産業課 農業係
林業係
農業共済係

土木第一係

建設課
土木第二係

土木第三係

水　道　係

国土調査係
国　　土
調査課 農村総合整

備係

健　　康

管理室
衛　生　係

保　険　係
診療戸

医　務　係

へ
出張診療所

’科診療戸

北原．上野．

田戸分館
総合　’
センター

収入役室 出　納　係

（



昭和53年6月10日しにわカ》報広｛蟹智畿嚴器昌｝（5）第238号

豪
雪
の
し
め
く
く
り

あ
と
か
た
も
な
く
消
え
た

　
　
　
　
　
　
　
五
千
八
百
九
十
万
円

　
〃
の
ど
も
と
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘

れ
る
〃
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
初
夏

の
日
差
し
の
中
で
は
、
あ
の
苦
し
か

っ
た
雪
と
の
た
た
か
い
が
、
全
く
う

そ
の
よ
う
な
話
と
な
り
ま
し
た
。

　
く
る
日
も
く
る
日
も
除
雪
に
追
わ

れ
た
こ
と
し
の
冬
、
三
月
に
入
っ
て

も
降
雪
が
続
い
た
の
で
す
か
ら
た
ま

り
ま
せ
ん
。
雪
消
え
は
例
年
よ
り
十

日
以
上
も
の
ぴ
、
農
作
業
の
遅
れ
を

は
じ
め
、
豪
雪
の
後
遺
症
は
随
所
に

あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

　
い
っ
た
い
、
こ
と
し
の
積
雪
は
ど

れ
く
ら
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
役
場
裏
で
の
観
測
で
は
、
二
月
二

十
四
日
に
三
メ
！
ト
ル
（
白
倉
小
で

は
三
・
四
五
メ
ー
ト
ル
）
を
記
録
し

15年間の最大積雪深
（役場でσ）観渥、rj）

400

300

200

　　c7η

100、

39イ14041424344454647484950515253
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
熟

た
の
が
最
高
で
す
。

別
掲
の
グ
ラ
フ
．
蟹

は
、
過
去
＋
五
年

間
の
最
高
積
雪
量

を
み
た
も
の
で
す
。

　
ち
ょ
つ
と
奇
異

に
感
じ
る
の
は
、

こ
と
し
よ
り
昨
年

の
方
が
三
十
セ
ン

チ
も
多
か
っ
た
と

い
う
こ
と
、
こ
と

し
の
冬
は
な
ん
き

だ
っ
た
、
大
変
だ

っ
た
と
い
う
お
お
　
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮎

か
た
の
実
感
で
す
。

が
、
こ
れ
は
雪
の
降
り
方
の
相
異
や
、

記
憶
が
あ
ま
り
に
も
鮮
明
だ
か
ら
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　
参
考
ま
で
に
、
昭
和
二
十
年
に
は
千

手
発
電
所
で
四
・
四
六
メ
ー
ト
ル
と
い

う
記
録
、
今
も
語
り
ぐ
さ
に
さ
れ
る
だ

け
あ
っ
て
、
そ
の
異
常
さ
は
、
今
冬
と

の
比
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
冬
に
町
が
投
じ
た

除
雪
経
費
は
？
・
；
：
と
調
べ
て
み
ま
し

た
。
と
い
つ
て
も
、
厳
密
な
調
査
で
は

な
く
、
お
お
ま
か
な
も
の
で
す
が
・
：
－

直
接
現
金
を
支
払
っ
た
も
の
だ
け
で
も

五
千
八
百
九
十
万
円
（
前
年
は
約
五
千

万
円
）
、
と
い
う
数
字
が
で
ま
し
た
。

　
厳
密
に
、
と
い
わ
れ
る
と
、
こ
の
ほ

か
に
国
や
県
が
行
っ
た
除
雪
費
、
除
雪

機
械
類
の
償
却
、
起
債
の
利
子
、
職
員

給
与
、
水
道
、
診
療
所
関
係
の
除
雪
費

；
：
：
等
々
、
が
含
ま
れ
る
わ
け
で
、

　
　
　
　
　
　
弄
．

こ
れ
ら
を
も
う
ら
す
る
と
、

▲今冬は最新鋭ロータリー除雪車が活躍しました。

八
千
万

九
千
万
円
と
い
う
金
額
に
な
る
の
も

想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
だ
け
の
お
金
が
あ
れ
は
：
：

と
つ
い
空
想
に
ふ
け
た
く
な
る
の
も

人
の
常
、
ま
し
て
や
、
雪
が
消
え
れ

ば
な
ん
に
も
形
が
残
ら
な
い
お
金
で

す
か
ら
、
そ
れ
も
ま
た
無
理
か
ら
ぬ

こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
、
今
工
事
中
の
上
野
小
の

屋
体
が
六
千
八
百
万
円
の
建
設
費
で

す
か
ら
、
お
お
ま
か
な
尺
度
と
し
て

ほ
ぼ
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
と
い
う
の

が
今
冬
の
除
雪
経
費
づ

　
〃
無
駄
〃
　
〃
も
っ
た
い
な
い
〃

と
も
い
い
た
く
な
り
ま
す
が
、
そ
れ

は
結
果
論
と
い
う
も
の
、
雪
国
の

生
活
を
守
る
に
欠
か
せ
な
い
費
用
な

の
で
す
か
ら
、
ま
ま
な
ら
な
い
も
の

で
す
。

π
日
に
書
き
か
え

老
人
医
療
費

受
給
者
証

　
老
人
医
療
費
受
給
者
証
は
、
毎

年
一
回
書
き
替
え
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
は
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
の
で
お
ま
ち
が
い
の
な
い
よ

う
に
。

　
な
お
、
今
使
用
中
の
も
の
は
、

七
月
一
日
か
ら
使
え
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
書
き
替
え
の
日
6
月
2
7
日

◎
書
き
替
え
の
場
所
　
左
記
の
と

　
お
り
。

◎
持
ち
物

　
老
人
医
療
費
受
給
者
証
、
本
人

の
載
っ
て
い
る
健
康
保
険
証

※
㊧
・
県
老
・
県
障
の
表
示
の
あ

　
る
も
の
が
書
き
替
え
で
す
。

観光パンフ用

写真を

翻1募集

観光協会

　
町
観
光
協
会
で
は
、
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
用
の
写
真
を
、
次
に
よ
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
町
内
の
観
光
を
探
り
あ
て
、
内
外
に

紹
介
宣
伝
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
、

例
え
ば
観
光
地
・
風
景
・
行
事
・
産
業

な
ど
、
あ
な
た
も
自
慢
の
腕
を
ひ
ろ
う

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
募
集
期
間
　
七
月
三
十
一
日
ま
で

◎
出
品
作
品
　
本
人
の
撮
影
で
五
比
一

　
　
年
一
月
以
降
の
作
品
・
カ
ラ
ー
・

　
　
白
黒
と
も
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ

　
　
点
数
制
限
な
し
、
裏
面
に
出
品
者

時　　間 場　　　　所 対象地区
午前9時～
　　12時 総合センタ

下記以外の千手地区

午後1時～
　　3時

伊友・高原田・山の根
地区

午前9時～
　　12時 上野連　絡　所 上野地区

午後1時～
　　3時

橘　　　出　張　所 橘　　地区

午前9時～
　9時30分 大白倉公民館 白倉地区

午前10時～
　　12時 克雪センター 上、下記以外の仙田地

区

午後1時～
　　3時 室島公　民　館 室島・小脇・高倉・藤沢

初
心
者
向
け

　
　
　
　
絵
画
・
書
道
・
写

　
　
　
　
真
教
室

　
町
美
術
協
会
で
は
、
だ
れ
で
も
参
加

で
き
る
絵
画
・
書
道
・
写
真
教
室
を
は

じ
め
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
初
心
者
向
け
に
、
幅
広
い

指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
希
望
者
は
、
開
催
日
に
総
合
セ

ン
タ
ー
ま
で
ど
う
ぞ
。

※
開
催
日

　
O
絵
画
・
毎
月
第
一
・
第
三
木
曜
日

　
　
　
　
　
夜
七
時
～
九
時
ま
で

　
O
書
道
・
毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
日

　
　
　
　
　
夜
七
時
半
～
九
時
半
ま
で

　
O
写
真
・
毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
日

　
　
　
　
　
夜
七
時
半
～
九
時
半
ま
で

※
会
場
・
い
ず
れ
も
総
合
セ
ン
タ
ー

※
会
費
・
い
ず
れ
も
月
千
円

’
舶
今
き

名
、
撮
影
場
所
を
明
記
の
こ
と
。

◎
賞o

特
選

O
金
賞

O
銀
賞

◎
提
出
先

点点点

各各二
五一万
千万円
円円

▲自然美豊かな渋海川・一一一一

　
観
光
協
会
（
役
場
商
工
観
光
係
宛
）

◎
そ
の
他

　
O
出
品
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
O
出
品
作
品
は
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

　
ト
等
に
利
用
し
、
そ
の
著
者
権
は
町

　
観
光
協
会
へ
帰
属
し
ま
す
。
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善意を

貯
金
箱
を
そ
っ
く
り

　
　
　
上
町
の
清
水
君
兄
弟
か
ら

☆
寺
尾
の
大
井
佐
市
さ
ん
か
ら
、
亡
く

な
ら
れ
た
父
龍
吉
さ
ん
に
寄
せ
ら
れ
た

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
対
し
、
感
謝
の
意

を
こ
め
て
二
万
円
を
。

☆
仁
田
の
山
田
和
也
さ
ん
か
ら
、
亡
く

な
ら
れ
た
父
喜
雄
さ
ん
に
寄
せ
ら
れ
た

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
対
し
、
感
謝
の
意

を
こ
め
て
五
万
円
を
。

☆
上
町
の
清
水
道
晃
君
（
千
手
小
六
年
）
、

道
亘
君
（
同
四
年
）
の
兄
弟
か
ら
、
ギ

ありがとう

ッ
シ
リ
つ
ま
つ
た
貯
金
箱
三
つ
（
写
真
）

を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
両
君
は
、
長
い
あ
い
だ
か
か
っ
て
、

小
使
い
の
う
ち
の
一
円
、
五
円
、
十
円

玉
を
貯
金
し
て
い
た
も
の
で
、
総
額
三

千
七
百
六
十
二
円
に
及
ぴ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寺
尾
の
小
海
さ
ん

　
厚
生
大
臣
表
彰

故
高
橋
さ
ん
に

体
育
功
労
章

　
故
高
橋
文
一
さ
ん
（
伊
友
）
に
、
県

体
育
協
会
か
ら
体
育
功
労
章
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
生
前
町
体
育
協
会
の
指
導
・
育
成
に

心
血
を
注
が
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
て

の
表
彰
で
、
去
る
四
日
県
民
ス
ポ
ー
ツ

の
日
に
受
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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＝

　
町
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら
結

核
検
診
と
あ
わ
せ
て
、
循
環
器
検
診

を
行
っ
て
い
ま
す
。

翻霧
　
　
・
．
騒

現
在
、
一
次
検
診

の
終
わ
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
、
二
次
検
診
を

は
じ
め
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
、
六

　
循
環
器
系
（
心
臓
関
係
）
疾
患
は

自
覚
症
の
あ
ら
わ
れ
る
前
に
、
心
電

図
に
異
常
が
出
る
乙
と
が
多
く
、
従

つ
て
、
自
覚
症
が
あ
る
よ
う
に
な
つ

て
か
ら
で
は
、
手
お
く
れ
の
場
合
が

多
く
な
り
ま
す
。

　
健
康
管
理
室
の
仕
事
は
、
す
べ
て

予
防
事
業
で
す
か
ら
、
健
康
の
人
が

●
．

検
診
は
必
ず
受
け
ま
し
よ
う

”
自
分
の
健
康
は
自
分
で
”

　
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

二
十
五
年
八
か
月
在
職
さ
れ
た
寺
尾
の

小
海
大
成
さ
ん
が
、
長
年
の
功
績
が
認

め
ら
れ
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
彰
し
ま
す
。

　
小
海
さ
ん
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
理
事
・
副
会
長
も
歴
任
さ
れ
、
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
現
在
は

保
護
司
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
表
彰
は
今
月
末
の
予
定
で
す
。

錨
…
…
鰭
…
…
…
…
鰐
…
一
…
糖
茎
…
…
…
…
…

　
天
理
教
信
越
分
教
会
か
ら
、
・
海
な

き
灯
台
守
り
・
人
間
誕
生
・
天
理
教
辞

の
図
書
を
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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……5月の交通事故発生件数…

　　　　　　　　　　累計

件数3（2）”（5）
傷　者3（2）　14（8）
死　者0（0）　0（0）
酒よい1（0）　　1（0）
酒気おぴ　3　（3）　　　5（5）

　　　（）内は前年件数

民
俗
資
料

※
入
手
品
・
昭
和
八
年
ご
ろ
の
ラ
ジ
オ

※
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
、
田
中
与
三
郎

（
山
野
田
）
、

＝
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＝
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＝
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一
＝
＝
一
＝
＝
醐
＝
＝
一
＝
＝
一

藤
巻
　
輝
美
　
孝
一
　
二
女
発
電
所
通

佐
藤
　
有
子
　
秀
夫
　
二
女
　
神
社
町

螺
十
五
歳
未
満
で
血
圧

が
最
高
一
四
〇
、
最

低
九
〇
以
上
、
有
症

者
（
胸
圧
感
・
胸
痛

・
息
き
れ
等
）
で
す
。

　
こ
の
二
次
検
診
で

は
、
主
に
心
電
図
・

眼
底
検
査
（
動
脈
硬

化
の
す
す
み
具
合
い

を
み
る
）
　
・
血
圧
・

検
尿
な
ど
を
行
い
ま

す
。

『
戸
籍
の
窓
か
ら

嚇
四

酬輪
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

対
象
に
な
り
ま
す
。

　
二
次
検
診
の
通
知
も
「
自
分
は
健

康
だ
。
ど
こ
も
悪
く
な
い
。
」
と
思

っ
て
い
る
方
の
と
こ
ろ
に
も
通
知
が

行
く
か
と
思
い
ま
す
が
、
仕
事
の
都

合
を
つ
け
、
進
ん
で
受
け
ら
れ
る
よ

う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
く
ま
で
も
、
自
分
の
健
康
は
自

分
の
努
力
で
築
い
て
い
く
・
：
：
・
と

い
う
心
が
ま
え
を
忘
れ
ず
に
。

ー
健
康
で

　
わ
が
家
を
守
る
礎
を
ー
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＝
＝

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

関
口
厚
美

高
橋
恵

相
崎
真
理
子

中春上星高池
村日村名野竹

早景敦茂五春
苗子　　 月樹

和道正敏淑利孝保真
男夫昭雄弘治一夫人

長二二二二二長長二
女女男男女男女女女

神
社
町

三
領

沖
立

原
　
田

中
仙
田

伊
友

元
町

田
中
町

山
野
田

器器繍器繍鍮σ◎

翻
σ。

雛
渡
貫
信
明

春
日
す
み
え

米小大金登前若上江徳押大丸
山島平子坂島山田口井木津山

芳孝優正正茂佐計直芳登厚和
夫子　子雄美一子巳子　子芳

佐
藤
ツ
ヤ
子

新
町
新
田

＋
日
町
か
ら

根
深

＋
日
町
か
ら

元
町

中
　
里
か
ら

小
白
倉

熊
本
か
ら

新
町
新
田

山
梨
か
ら

赤
谷

岩
瀬
か
ら

原
　
田

＋
日
町
か
ら

室
島

福
島
か
ら

総器器繍黙
小
海
洋
一

久
保
田
洋
子

佐布星山平
藤施野口野

稔光幸文俊
　子男子二

小
林
マ
サ
ノ

小
林
光
雄

野
上
あ
や
子

小
根
岸

津
南
か
ら

発
電
所
通

＋
日
町
か
ら

野
　
口

松
之
山
か
ら

藤
沢

＋
日
町
か
ら

上
野

＋
日
町
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

高
橋
新
治
郎

野
澤
マ
ツ
エ

小保川南
幡坂崎雲

トノ國キ
メノ＼信チ

茂
野
萬
治
郎

星
野
イ
ノ

野藤木大上中野原
　　　白　 仙

口沢落倉野田口田

九八八八七六五五
一七三二四九八八

　
　
　
／
　
　
、

螢、
，
ご
、
三
領
高
橋
た
か
し

◎
山
鳩
の
嗜
く
日
は
無
風
う
ら
ら
か
な

◎
畑
仕
事
田
仕
事
忙
し
藤
の
花

　
青
茄
ハ
の
風
味
を
好
み
豆
を
蒔
く

　
お
盆
頃
に
は
採
る
つ
も
り
豆
植
う
る

　
店
先
の
花
の
付
き
た
る
茄
子
木
買
ふ

　
行
く
春
や
花
の
吹
雪
の
畑
を
打
つ

　
大
き
な
る
ぴ
っ
く
り
ぐ
み
と
名
の
如
し

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
山
賀
芹
子

◎
お
だ
や
か
に
静
か
に
芽
木
の
里
な
り
し

　
葉
桜
の
濃
き
寄
宿
舎
と
な
り
に
け
り

　
抱
き
上
げ
し
子
に
矢
車
の
よ
く
廻
り

　
野
焼
の
火
い
よ
よ
高
ま
り
夕
日
果
て

　
一
村
の
谷
を
か
こ
み
て
こ
ぶ
し
咲
く

　
鯉
幟
泳
ぐ
母
家
と
機
音
と

　
雨
も
よ
い
竿
に
ま
と
い
し
鯉
幟
“

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
岳
陽

◎
湯
煙
に
若
葉
揺
れ
を
る
山
の
宿

　
墨
濃
ゆ
き
鯉
の
ぼ
り
立
て
孫
祝
ふ

　
田
面
打
ち
燕
は
高
く
ひ
る
が
え
り

　
水
鶏
鳴
く
闇
の
深
さ
や
夜
水
引
く

　
時
刻
待
つ
人
々
黙
し
梅
雨
の
駅

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
笑
子

　
敷
居
よ
り
こ
ろ
げ
落
ち
た
る
子
猫
か
な

　
癒
え
い
ま
だ
何
時
か
若
葉
の
試
歩
の
道

　
や
わ
ら
か
く
庭
を
過
ぎ
た
る
若
葉
風

　
短
夜
の
事
あ
り
た
る
を
知
ら
で
ゐ
し

　
　
　
　
　
坪
山
　
河
月
（
七
十
七
老
）

　
試
歩
い
ま
だ
険
し
き
足
に
青
き
踏
む

　
作
業
小
屋
建
ち
明
日
よ
り
の
山
開
き

　
節
黒
の
登
山
伍
に
あ
り
風
薫
る

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
水
月

　
新
緑
の
え
の
き
峠
や
佐
渡
見
ゆ
る

　
新
緑
に
影
を
沈
め
し
馬
地
蔵

　
燧
道
を
抜
け
て
若
葉
の
過
疎
の
村

　
　
　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
　
文
峯

　
春
の
川
よ
ど
み
あ
り
た
る
猫
柳




